
テーマ　倍数判定法

倍数判定法は、約分のときなどに役立つので、しっかりマスターしておきましょう。

実用的な倍数判定法は以下の通りです。

　　２の倍数→下１桁（一の位）が２の倍数（０も含む）

　　３の倍数→各位の和が３の倍数

　　４の倍数→下２桁が４の倍数（００も含む）

　　５の倍数→下１桁（一の位）が０か５

　　８の倍数→下３桁が８の倍数（０００も含む）

　　９の倍数→各位の和が９の倍数

　１１の倍数→各位の数から１つおきにとった数の合計の差が１１の倍数（０も含む）

なお、例えば６の倍数の判定法は、２の倍数の判定法と３の倍数の判定法を組み合わせ

たものになります。

（２の倍数、４の倍数、８の倍数、５の倍数の判定法について）

「５と２は仲良し」を利用すれば、２の倍数、４の倍数、８の倍数、５の倍数の判定法が得

られます。なお、あまり使いませんが、２５の倍数の判定法、１２５の倍数の判定法も得

られます。

５×２＝１０だから、一の位を除いた部分の数は必ず２の倍数となっています。したが

って、ある数が２の倍数であるためには、一の位が２の倍数であればよいことになりま

す。５の倍数についてもまったく同様に説明できます。

　（例）３５１

＝３５０＋１

＝３５×１０＋１

＝３５  ×  ５  ×  ２  ＋１　→２の倍数でない

　　　　　２の倍数　２の倍数でない

９２８６

＝９２８０＋６

＝９２８×１０＋６

＝９２８  ×  ５  ×  ２  ＋６　→２の倍数

　　　　　２の倍数　　２の倍数

３５１

＝３５０＋１

＝３５×１０＋１



＝３５  ×  ５  ×  ２  ＋１　→５の倍数でない

　　　　　５の倍数　５の倍数でない

９２８５

＝９２８０＋５

＝９２８×１０＋５

＝９２８  ×  ５  ×  ２  ＋５　→５の倍数

　　　　　５の倍数　　５の倍数

２５×４＝１００だから、下２桁の数を除いた部分の数は必ず４の倍数となっています。

したがって、ある数が４の倍数であるためには、下２桁が４の倍数であればよいことに

なります。２５の倍数についてもまったく同様に説明できます。

　（例）３５１

＝３００＋５１

＝３×１００＋５１

＝３  ×  ２５  ×  ４  ＋５１　→４の倍数でない

　　　　　４の倍数　４の倍数でない

９２３６

＝９２００＋３６

＝９２×１００＋３６

＝９２  ×  ２５  ×  ４  ＋３６　→４の倍数

　　　　　４の倍数　　４の倍数

３５１

＝３００＋５１

＝３×１００＋５１

＝３  ×  ２５  ×  ４  ＋５１　→２５の倍数でない

　　　　２５の倍数　２５の倍数でない

９２７５

＝９２００＋７５

＝９２×１００＋７５

＝９２  ×  ２５  ×  ４  ＋７５　→２５の倍数

　　　　　２５の倍数　２５の倍数

１２５×８＝１０００だから、下３桁の数を除いた部分の数は必ず８の倍数となってい

ます。したがって、ある数が８の倍数であるためには、下３桁が８の倍数であればよいこ

とになります。１２５の倍数についてもまったく同様に説明できます。

　（例）２３５４

＝２０００＋３５４

＝２×１０００＋３５４



＝２  ×  １２５  ×  ８  ＋３５４　→８の倍数でない

　　　　　　８の倍数　８の倍数でない

９２５６

＝９０００＋２５６

＝９×１０００＋２５６

＝９  ×  １２５  ×  ８  ＋２５６　→８の倍数

　　　　　　８の倍数　　８の倍数

４３５１

＝４０００＋３５１

＝４×１０００＋３５１

＝４  ×  １２５  ×  ８  ＋３５１　→１２５の倍数でない

　　　　１２５の倍数　１２５の倍数でない

９３７５

＝９０００＋３７５

＝９×１０００＋３７５

＝９  ×  １２５  ×  ８  ＋３７５　→１２５の倍数

　　　　１２５の倍数　１２５の倍数

（３の倍数、９の倍数の判定法について）

洛星中学校０２年後期２第１問を取り上げて説明します。

（問題）

　３けたの整数は

　　（百の位の数）×１００＋（十の位の数）×１０＋（一の位の数）

と表せます。

　　（百の位の数）＋（十の位の数）＋（一の位の数）

が９の倍数であれば、その３けたの整数も９の倍数になります。その理由をわかりやす

く説明しなさい。

（解説）

百の位の数をＡ、十の位の数をＢ、一の位の数をＣとします。

３けたの整数は

　　Ａ×１００＋Ｂ×１０＋Ｃ

　＝Ａ×（９９＋１）＋Ｂ×（９＋１）＋Ｃ　←９の倍数を作り出そうとしています。

　＝Ａ×９９＋Ａ＋Ｂ×９＋Ｂ＋Ｃ　←分配法則を使いました。

　＝９×（Ａ×１１＋Ｂ）＋（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）　←Ａ×９９＋Ｂ×９の部分で、分配法則

の逆を使いました。



となります。

９×（Ａ×１１＋Ｂ）は９の倍数だから、Ａ＋Ｂ＋Ｃが９の倍数であれば、３けたの整

数「Ａ×１００＋Ｂ×１０＋Ｃ」も９の倍数となります。

なお、桁数が４桁以上になっても同様に説明できますね。

最後のところを

９×（Ａ×１１＋Ｂ）＋（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

　＝３  ×  ３  ×  （Ａ  ×  １１＋Ｂ）  ＋（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

　　　　　３の倍数

と変形すれば、３の倍数の判定法が９の倍数の判定法と同様であることが理解できます

ね。

（１１の倍数の判定法について）

９９、９９９９、９９９９９９、・・・のように、９が偶数個並んだ数は、１１の倍数です。

また、これを１０倍した数に１１を加えた数（９９×１０＋１１＝１００１、９９９９

×１０＋１１＝１００００１、９９９９９９×１０＋１１＝１００００００１、

・・・）も１１の倍数です。

例えば、８２４７８の場合を考えてみましょう。

　　８２４７８

　＝８×１００００＋２×１０００＋４×１００＋７×１０＋８

　＝８×（９９９９＋１）＋２×（１００１－１）＋４×（９９＋１）＋７×（１１

－１）＋８　←分配法則を利用します。

　＝８  ×  ９９９９＋２  ×  １００１＋４  ×  ９９＋７  ×  １１  ＋８－２＋４－７＋８

　　　　　　　　　　１１の倍数

となるから、８－２＋４－７＋８（８＋４＋８と２＋７の差ですね）の部分が１１の倍

数であれば、８２４７８も１１の倍数であることになります（この場合は、１１の倍数

になりますね）。

（例）次の計算をしなさい。

　　１７１÷５４

（解説）

まずわり算を分数になおしましょう。

　　１７１÷５４

　＝１７１/５４　←１７１も５４も９の倍数ですね。

１＋７＋１＝９も５＋４＝９も９の倍数だからです。

　＝１９/６　←９で約分しました。


